
6月11日（月・夕）12日（火・朝）、

東芝リストラ対策会議では三重県の東芝

メモリ㈱四日市事業所門前でリストラ反

撃ビラとアンケート配布行動に取り組み

ました。

6月1日、東芝の経営危機打開策とし

て日米韓連合に売却された東芝メモリ㈱

ですが、3年前からのゴタゴタの影響も

ありフラッシュメモリ分野で世界トップ

のサムスン（韓国）に水をあけられたこ

と、また先行き不透明な状況に嫌気がさして技術

者が転職し、開発製造体制の障害になっている、

との報道がされています。

宣伝行動には神奈川・東京から９人、電機・情

報ユニオン愛知支部から４人、三重県の電機懇、

みえ労連、民主団体から11人、合計24人が参加

しました。

1日目の夕方は正門と北門と駐車場入り口で退勤

する労働者を対象に、2日目の朝は正門で出勤する

労働者を対象に宣伝行動を展開し、合計1050セッ

トを配布しました。

参加者の感想では、「圧倒的に若い労働者が多

い」、「労働者の表情は暗くない」、「地元の宣

伝行動では100枚くらいしか入らないのでビック

リ」などが出されています。

行動後ユニオンの事務所にはアンケートが続々

と寄せられています。自由意見欄には「社風はか

わ ら な い 」

「パワハラや

押し付けが多

い」「意見を

聞 か な い 」

「北上工場へ

の転勤が不安」

など、相変わ

らずリストラ

への不安が寄

せられていま

す。
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